
(10) 重合開始剤 BPO を安全に取り扱える BPO 内包マイクロカプセル

重合開始剤ベンゾイルパーオキサイド（BPO）は４０数年前まではアゾビスイソブチロニトリル

（AIBN）と並んで最も汎用的な開始剤として広く一般的にそのまま粉末状で使用されておりま

した。AIBN の場合には分解に伴って窒素が発生するため、気泡の混入が問題になる場合に

は使ませんが、BPO はそういう事が無くより有用な重合開始剤という特長があります。どちら

も熱分解性があり、取扱いには多大の注意が必要でありました。

現在、AIBN は従来通りに使用されておりますが、BPO は、発火性、爆発性防止のために２

５％水分含有物として市場に出ております。この場合は、使用に際しては、乾燥しなければな

らないという不便があるため、余り使われなくなっている現状があります。しかしながら、BPO

粒子を例えばアクリル樹脂で被覆内包すれば発火性、爆発性は防止できるので、従来通りに

そのまま粉体状で使用できるようになると思われます。・・・どの程度の安全性が担保出来た

かについては、慎重に検討する必要がありますが、BPO 内包マイクロカプセルを完成させま

した。現在の商品は、被覆度１５％（内包率８５％）でありますが、安全性に問題があれば、こ

の値を変えること・・・被覆度を上げる事・・・で安全性の向上が達成できるので商品化は可能

と考えております。

１． 開発の背景(従来の技術を含む)

某企業から本製品製造依頼を受け、スケールアップ実験を開始し、平成２３年に５０リ

ッター反応器での製法を確立した。開発背景は次の第４３回化学工学会秋季大会研究発

表予稿（平成２３年度）を参照され

たい。

２． MC の特徴(技術開発目標

も)と市場性

一般向けに「使いやすい、汎用の」

重合開始剤としての用途が見込ま

れる。

３． 製品完成度・問題点

製品としては完成しているので、サ

ンプル出荷が可能であります。現在、

サンプル出荷要請を待っている状

態であります。安全性の検証につい

て何らかの示唆・提言を切望してお

ります。もしそれに関する情報をお



持ちであればあれば、「問い合わせ」にてご連絡頂ければ大変助かります。

４． ビジネスとしての展開・展望

汎用重合開始剤としての用途を考えております。

５． 製法・関連特許

製法は上述予稿や次図に記載されております。特許については某企業から出願中であり

ますが、㈱MC ラボは製造・販売へのビジネスの権利を保有しております。


